
「言葉の背景」を分かち合う、温かな関係を 

校長　 寿山　 敏　 　  

  ５月25日(月)に２年生が修学旅行で九州に向けて出発し、26日(火)からは、１年生の集団

宿泊学習、３年生の職場体験学習が行われました。 

　 どの学年も、計画通り多くのことを学び、元気に学校に戻ってきました。 

　 学んだことが、これからの学校生活や進路選択に役立ってくれることを願っています。 

 さて、歌人の俵万智さんの著書『生きる言葉』の中に、今の時代を生きる私たちにとって示

唆に富む一節がありましたので、紹介します。 

「たとえば、生まれ育った村で一生過ごすとしたら、周囲の人とのやり取りは、言葉以外のも

のがたっぷり助けてくれるだろう。（中略）一言つぶやいた『いやだ』という言葉の背景に、小

さいころからの性質や日ごろの習慣や最近の体調なんかも加味して、理解してもらえるかも

しれない。」 

 かつての「村」のような密接なコミュニティでは、言葉そのものよりも、その人の表情や日々

の歩みといった「言葉の背景」が、コミュニケーションを支えてくれていました。 

  しかし、俵さんはこうも続けます。ネットの世界では、すれ違いざまに肩が触れたような小

さな出来事が「大事故」になり、消火活動よりも「油を注ぐ人」が集まってしまう--。 

 いわゆる「炎上」と言われる現象だ。 

　 私たちは今、便利さと隣り合わせの、少し「やっかいな」時代を生きています。子どもたち

は、表情や声のトーンが伝わらない「顔の見えない関係」の中に、いとも簡単に放り込まれて

しまいます。そこでは、本来なら「ごめん」の一言や会釈で済むはずのことが、取り返しのつ

かない摩擦を生んでしまうこともあります。 

　 現在、子どもたちが過ごしている「家庭」や「学校」は、まさに「顔の見える、一番安心でき

る村」です。幼いころから共に過ごし、お互いの性格を理解し合っているため、多少の言葉

のすれ違いがあっても許し、受け入れてもらうことができます。　  

 しかし、ネット上の見知らぬ人々や、将来、島を離れて都会で暮らすことになったときの隣

人たちは、同じようにはいきません。それぞれの背景を知らない相手とは、簡単に誤解が生

じてしまう厳しさがあります。 

 　 「顔の知られていない広場」へ漕ぎ出していく子どもたちに必要なのは、身近な人を大

切にする丁寧なコミュニケーションではないでしょうか。 

　 「あの表情は、本当は寂しかったのかな？」 

　 「あの人が言った言葉の裏には、どんな気持ちがあったんだろう？」 

　 そんなことを考えて、適切な言葉を選ぶ練習をしていく必要性を感じています。
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〈校訓〉  

  前進

 

 ６月の行事予定                      　  
   

３日 （水） PTA広報研修部読み聞かせ　 SC来校午前（野中）　  
  ノーメディア・ノー部活デー 

９日 （ 火 ） 地区総体（～１０日：各会場） 
１０日 （ 水 ） ノーメディア・ノー部活デー 
１１日 （ 木 ） SC来校１日（持留） 
１５日 （ 月 ） 二者面談（～２６日） 
１７日 （ 水 ） テスト前部活動休止期間 

 　 　 ノーメディア・ノー部活デー　 地区陸上大会 
１８日 （ 木 ） はこブック 
２１日 （ 日 ） ＰＴＡ親子奉仕作業 
２３日 （ 火 ） 第2回PTA運営委員会（１８：００～） 

 　 SC来校午前（野中） 
２４日 （水） 期末テスト(～２６日)　 ノーメディア・ノー部活デー 

２年レク・清掃活動(５/９)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
校内清掃や草刈り等していただき，学

校が大変きれいになりました。保護者

の皆様，ありがとうございました。

 生徒総会　(５/７)  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各クラスから出された質問等，議論
が行われ，充実した時間となりまし
た。

 高校説明会　(５/19) 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
島内外６つの高校に来校いただき，学

校の紹介や高校卒業後の進路，将来

について等，お話をいただきました。

 ＰＴＡ総会　(５/１) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５６名の保護者の皆様にご参加い
ただきました。PTA活動へのご協
力をよろしくお願いいたします。

地区総体激励式（５/20）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県大会出場目指してFIGHT!

PTA生 活 指導 部 （ ５ /13～15） 

朝の挨拶運動の様子  

◆１年生　宿泊学習　 (５/26・27) 
   徳之島虹の会の皆様のご協力のもと，すべてのプログラムを実施
することができました。徳之島の文化や自然を学べる貴重な２日間に

 なりました。
 
 
 
 

                                             
 
 
 
 
 
 

◆２年生　修学旅行　 (５/25～27) 
   長崎では平和集会や原爆資料館の見学をとおして平和について深く
考えることができました。また，自主研修（タクシー研修）では市内を回
り，異国情緒を感じる貴重な体験ができました。宇宙科学館での体験活
動や太宰府での合格祈願，グリーンランドでの活動等，天候に不安もあ
りましたが，全行程を予定通り進めることができ，心に残る修学旅行とな
りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆３年生　職場体験学習　 (５/26～28) 
   町内外17の事業所様にお世話になりました。貴重な体験をとおし

 て働くことの意義や将来の生き方について考えることができました。
 

27日(水) 夜光貝アクセサリー作り 世界遺産センター見学 等

25日(月) 徳之島→長崎(原爆資料館・平和公園)

26日(火) 長崎(タクシー研修)→佐賀(宇宙科学館)→福岡（太宰府）

27日(水) 熊本(グリーンランド)→徳之島

26日(火) 島内遺跡・水力発電所・ダム等 散策


